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　時代の流れとともに子
どもが減少しているた
め、統合は仕方のないこ
とだと思います。スポー
ツ少年団や地域事業など
も、津山が一つとなって
団結して活動していって
ほしいです。

　最初は統合することに
不安もありましたが、み
んな明るい性格で、すぐ
に打ち解けられそうなの
で安心しました。新しい
友達との学校生活やいろ
いろな行事がすごく楽し
みです。
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津山小６年 Interview

1津山小の校旗。校章は北上
川、柳の葉、津山の山々をモ
チーフに、「小」の字はイヌワ
シをイメージしてデザイン
された2開校式で児童代表
の言葉を述べた佐藤さん3
校歌は柳津小を卒業した林
宏
こう

治
じ

さんと横山小を卒業し
た須藤雅

まさし

さんが作詞作曲。穏
やかな心を持ち、笑顔で元気
に育っていってほしいとい
う願いが込められている4
参加者全員で校歌を合唱し、
新たな歴史の幕が上がった
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本
年
３
月
に
柳
津
小
学
校
と
横
山
小
学

校
が
閉
校
。１
８
７
３
年（
明
治
６
年
）の

創
立
以
来
、１
４
９
年
に
わ
た
り
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
き
た
両
校

の
歴
史
に
幕
が
下
り
、４
月
か
ら
新
た
に

津
山
小
学
校（
鹿
野
征ま

さ

美み

校
長
、児
童
90

人
）が
開
校
し
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
は
開
校
式
が
開
か
れ
、児

童
、教
員
、保
護
者
、地
域
住
民
な
ど
関
係

者
ら
約
１
８
０
人
が
出
席
。熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市

長
か
ら
小
野
寺
文ふ

み

晃あ
き

教
育
長
に
新
た
な
校

旗
が
手
渡
さ
れ
、鹿
野
校
長
と
児
童
代
表

の
佐
藤
凜り

矩く

さ
ん
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
鹿
野
校
長
は「
ふ
る
さ
と
か

ら
学
び
、心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る

児
童
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
教
育
目
標

と
し
、地
域
と
共
に
教
育
活
動
を
進
め
て

い
く
」と
あ
い
さ
つ
。児
童
代
表
の
言
葉
を

述
べ
た
佐

雅ま
さ

道み
ち

さ
ん
は「
両
校
が
受
け

継
い
で
き
た
地
域
の
文
化
を
大
切
に
し
な

が
ら
、全
校
の
み
ん
な
が
仲
良
く
で
き
る

学
校
に
し
た
い
」と
、期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
ま
し
た
。

　　

５
月
１
日
現
在
の
本
市
の
小
学
校
児
童

数
は
３
３
２
４
人
で
合
併
し
た
２
０
０
５
年

の
時
点
か
ら
１
５
１
７
人
減
少
。５
年
後
の

28
年
に
は
、現
在
よ
り
さ
ら
に
６
５
０
人
ほ

ど
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
校
に
は
、児
童
一
人
一
人
に
目
が

行
き
届
き
や
す
い
こ
と
や
他
学
年
と
の
つ

な
が
り
が
深
ま
り
や
す
い
こ
と
な
ど
の
長

所
は
あ
り
ま
す
が
、人
間
関
係
の
固
定
化
や

友
達
が
少
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、さ
ま
ざ

ま
な
意
見
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、

学
習
意
欲
や
競
争
心
が
芽
生
え
に
く
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、中
学
校
で

は
、部
活
動
の
種
類
が
少
な
く
な
り
、生
徒
の

興
味
や
関
心
に
応
え
る
選
択
肢
が
制
限
さ

れ
て
し
ま
う
た
め
、統
合
に
よ
り
一
定
程
度

の
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、19
年
３
月
に
登
米

市
立
小
中
学
校
等
再
編
構
想
を
策
定
し
て

以
来
、津
山
地
域
の
保
護
者
、住
民
、市
教

育
委
員
会
が
参
加
す
る
準
備
委
員
会
を
設

置
。委
員
会
で
は
、校
舎
の
老
朽
化
や
通
学

環
境
な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
あ
が
り
ま
し

た
。市
教
育
委
員
会
で
は
、校
舎
の
改
修
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
増
や
す
こ
と

で
対
応
す
る
な
ど
、関
係
者
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

開
校
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
、準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、統
合
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
よ

り
、児
童
た
ち
は
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ

ま
す
。そ
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、統
合

前
に
学
校
間
の
交
流
事
業
を
実
施
。精
神

面
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
、魅
力
あ
る
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

本
市
は
、通
学
距
離
や
時
間
、立
地

条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
各
町
域
に
小

学
校
を
１
校
配
置
す
る
こ
と
と
、ク

ラ
ス
替
え
が
で
き
る
よ
う
に
各
学
年

を
２
学
級
以
上
と
す
る
こ
と
を
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、学
校
再
編
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

津
山
地
域
は
児
童
数
の
減
少
が
著

し
く
、横
山
小
学
校
は
以
前
か
ら
複

式
学
級
規
模
と
な
っ
て
お
り
、統
合

後
も
単
学
級
で
は
あ
り
ま
す
が
、子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
の
学
校
再
編
は
、ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。現
在
、東
和
、

米
山
、南
方
地
域
で
も
小
学
校
再
編

に
向
け
た
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育
環
境

の
充
実
を
目
指
し
、保
護
者
、地
域
の

人
た
ち
、教
育
現
場
に
携
わ
る
関
係

者
と
共
に
、こ
れ
か
ら
も
再
編
の
歩

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
教
育
環
境
へ

魅
力
あ
る
教
育
環
境
へ
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ともに登米市を支える仲間を募集します

市公式ホームページ「職員採用情報」からダウンロードできます
封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、次の２点を

同封してください➊宛先を明記した返信用封筒（Ａ４版が入る大きさに120円切
手を貼付したもの）➋連絡先（電話番号）を明記した任意の用紙

迫庁舎２階人事課または各総合支所市民課で配布します
総務部人事課（人事研修係）　☎0220（22）2145

　

令
和
５
年
定
例
会
２
月
定
期
議

会
が
２
月
24
日
に
開
か
れ
、固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

※
任
期
は
５
月
21
日
か
ら
３
年
間

人
事

往
来

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

　東日本放送主催「みやぎふるさとＣＭ大賞」の応募作品
を募集します。応募多数の場合は選考します。

観光、物産、伝統、人物、歴史、自然など、登米市
の自慢や魅力を表現した未発表の作品

本編：30秒／映像フレーム：1920px×1080px
市内に在住または勤務する人や団体
６月30日（金）

※作品の提出期限は９月22日（金）
➊氏名（団体は団体名と代表者）➋住所➌電話

番号➍職業または学校（学年）➎作品タイトル（仮称可）➏
作品の大まかな内容を任意の様式に記入の上、直接持参す
るか電子メールで申し込みください
※応募作品の著作権は市に帰属します
※制作、編集・加工の費用は、全て応募者負担となります

まちづくり推進部まちづくり推
進課（広報係）
☎0220（22）2147
死koho@city.tome.miyagi.jp
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■
　看護部は、市立３病院１診療所の他に、訪問看護ス
テーションと老人保健施設において、それぞれの機
能に応じた役割を担っています。
　看護師は、保健師助産師看護師法において「傷病者
若しくはじよく婦（※）に対する療養上の世話又は診
療の補助を行うことを業

なりわい

とする者」と定義されてお
り、医師の診療や治療の補助をしながら、病気やけが
などで不自由な生活を送る患者の日常生活をケアし
ています。高齢者が多い本市では、入院・入所中だけ
ではなく、その後の生活を見据えた支援が必要であ
り、多職種と協働で看護サービスを提供しています。
　また、患者からの相談や指導も大切な仕事の一つ
となっており、患者や入所者、その家族に寄り添い、
安心して治療や療養に専念できるようサポートして
います。
※じよく婦：出産後、母体が正常に回復するまでの期
間にある女性

医療局経営管理部経営管理課
☎0220（21）6888

看護部の紹介

　

６
月
１
〜
７
日
は
、全
国
一
斉

に
水
道
週
間
の
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
ま
す
。第
65
回
水
道
週
間
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
水
道
水 

安
心
・

安
全 

こ
れ
か
ら
も
」で
す
。水
道

は
、私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。市
は「
水
」「
水

道
」へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、き

れ
い
な
水
と
美
し
い
自
然
環
境
を

守
る
た
め
の
事
業
に
参
加
す
る
皆

さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　

水
道
に
関
す
る
標
語
や
作
文
を

通
じ
て
、水
資
源
の
大
切
さ
を
多

く
の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、作
品
を
募
集
し
ま
す
。

➊
標
語
➋
作
文
➌
図

画
➍
習
字➊

制
限
な
し
➋
➌
小
中
学

生
➍
小
学
生➊

➋
➌
水
道
に
関
す
る

も
の
➍
小
学
１
〜
３
年
生
＝「
み

ず
」、小
学
４
〜
６
年
生
＝「
水
道

週
間
」

➊
は
が
き
１
枚
に
１
点

➋
小
学
１
〜
３
年
生
＝
８
０
０

字
以
上
、小
学
４
〜
６
年
生
＝

１
２
０
０
字
以
上
、中
学
生
＝

１
６
０
０
字
以
上

➌
画
用
紙
４
ツ
切
判（
54
㌢
×
38

㌢
）➍
半
紙

６
月
７
日（
水
）必
着

上
下
水
道

部
経
営
総
務
課（
経
営
管
理
係
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
町

寺
池
目
子
待
井
３
８
１
番
地
１

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

６
月
１
日（
木
）午
後
３
時

〜
４
時
30
分（
雨
天
中
止
）

河
川
の
清
掃

登
米
大
橋
か
ら
下
り

松
取
水
塔
ま
で水

辺
プ
ラ
ザ
船
着
場

（
登
米
町
寺
池
中
町
地
内
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

※
作
業
着
な
ど
、汚
れ
て
も
い
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

上
下
水
道
部
水
道

施
設
課（
水
道
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
２

６
月
２
日（
金
）午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
30
分

登
米
市
管
工
事
業
協
同
組

合
駐
車
場（
登
米
町
寺
池
目
子
待

井
74
番
地
３
）

登
米
市
管
工
事
業

協
同
組
合

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
９
１
１

　
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」は
、住

ま
な
く
な
っ
た
家
の
売
却
や
賃
貸

を
希
望
す
る
所
有
者
と
、購
入
や

賃
借
で
空
き
家
を
利
用
し
た
い
人

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、空
き
家
の
有

効
活
用
と
空
き
家
問
題
の
未
然
防

止
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

■➊
所
定
の
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
添
え
て
市
に
提
出
し
ま
す

➋
市
は
、所
有
者
立
ち
会
い
の
下

で
現
地
を
調
査
し
、条
件
を
満
た

す
建
物
に
つ
い
て
空
き
家
登
録
台

帳
に
詳
細
情
報
を
掲
載
し
ま
す

➌
空
き
家
登
録
台
帳
は
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
窓
口
で
公
開
し
ま
す

➍
空
き
家
の
所
有
者
は
、利
用
希

望
者
か
ら
の
申
し
込
み
に
応
じ
て

内
見
や
交
渉
を
し
ま
す

※
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
仲
介
を

希
望
す
る
場
合
は
、市
へ
登
録
し

た「
登
米
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

協
力
事
業
者
」を
紹
介
し
ま
す

■
　

登
録
物
件
の
内
見
、交
渉
な
ど

を
希
望
す
る
人
は
、市
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
利
用
希
望
者
登
録
申
請

書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、内
見
、交

渉
が
で
き
ま
す

※
協
力
事
業
者
へ
交
渉
や
契
約
を

依
頼
し
た
場
合
は
、成
約
後
に
所

定
の
媒
介
報
酬
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１
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認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

り
、支
え
合
え
る
よ
う
に
応
援
す

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
26
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

20
人（
先
着
順
）

６
月
19
日（
月
）

米
山
・
南
方
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

口
の
健
康
状
態
は
全
身
の
健
康

に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。硬
い
も
の
が
食
べ
に

く
い
、飲
み
込
み
に
く
い
、む
せ
や

す
く
な
っ
た
、口
が
乾
く
な
ど
の

口こ
う

腔く
う

機
能
の
低
下
か
ら
、誤ご

嚥え
ん

性

肺
炎
や
糖
尿
病
の
悪
化
の
一
因
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
口
の
衰
え
は
な

か
な
か
気
付
き
に
く
い
も
の
で

す
。早
め
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

◉

☎

◉

☎

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊌

㊌

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

６
月
６
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
を

対
象
に
、病
気
の
治
療
や
回
復
の

過
程
、依
存
症
に
よ
る
問
題
行
動

へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
教
室
、本

人
や
家
族
を
対
象
に
し
た
個
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

６
月
７
日（
水
）／
家
族
教

室
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個

別
相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

◉
　

病
気
や
事
故
な
ど
で
高
次
脳
機

能
障
害
が
あ
る
人
の
家
族
や
支
援

者
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

６
月
23
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　　
「
最
近
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
」「
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
」な

ど
、高
齢
者
や
家
族
で
不
安
や
気

に
な
る
こ
と
を
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
21
日（
水
）午
前
10
時

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

※
お
住
ま
い
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

㊐
☎ ☎

㊐
☎

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎

☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を
持
ち
、

定
期
的
な
歯
科
健
診
と
歯
磨
き
指

導
な
ど
を
受
け
ま
し
ょ
う
。自
立

し
た
暮
ら
し
を
長
く
保
つ
た
め
に

も
、口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、地
域
で
育
児
の
手

助
け
が
で
き
る
人（
協
力
会
員
）

が
、育
児
の
手
助
け
を
必
要
と
す

る
人（
利
用
会
員
）を
援
助
す
る
活

動
で
す
。

■市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と
も

に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
で
、市

が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習
会
を

受
講
し
た
人

■

６
月
13
日（
火
）、10
月
18

日（
水
）、令
和
６
年
１
月
24
日

（
水
）／
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

大
会
議
室
）無

料各
講
習
会
の
５
日
前

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
いフ

ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

務
局

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

子
育
て
中
の
マ
マ
、ス
ト
レ
ッ

チ
や
タ
ッ
チ
ケ
ア
で
体
を
動
か
し

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
15
日（
木
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

み
ど
り
ご
園

み
ど

り
ご
園

☎
０
８
０（
５
７
３
４
）２
５
６
８

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す

６
月
20
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
、出
産
、育
児
の
こ
と
に

つ
い
て
、み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
話

「
自
分
の
気
持
ち
の
伝
え
方
」

６
月
21
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。パ
パ
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ（
実

技
）、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

６
月
29
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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子どもたちのダンスに合わせた「回れ、回れ」のかけ声と同時に、
オランダ風車が約１年ぶりに勢いよく回転を始めました。

山車のにぎやかな音が近づいてくると、沿道で待っていた近隣
住民らは楽しそうに観覧していました。

　「つやま打
うち

囃
ば や

子
し

保存会春祭り」（同保存会主催、林三
みつ

治
は る

会長）は４月16日、津山町柳津地区で開かれ、約150人が
山車と共に練り歩きました。
　祭りは、40年以上の歴史を誇り、交通安全と無火災、
青少年の健全育成などの祈願や、お囃子の音色で地域
を活気づけるために開催。山車を引き連れて、太鼓や
笛、子どもたちのかけ声が鳴り響くと、住民からは声援
と拍手が送られました。山車に乗って太鼓をたたいた
阿部夏

なつ

希
き

さん（11）＝津山町入沢＝は「周りの人とタイ
ミングを合わせるように気を付けました。うまくたた
けてうれしかった」と話していました。　

　「風車復活ＭＡＷＡＲＥ！」が４月１日、長沼フート
ピア公園で開催されました。
　昨年３月に発生した地震で被害を受けた長沼フート
ピア公園のオランダ風車。この度、全国から寄せられた
支援を受け修理が完了しました。イベントでは、たくさ
んのかざぐるまを施した風車へ続く階段の下で、登米
町のダンス教室「ガイダンススタジオ」の皆さんによる
ダンスや、佐沼高吹奏楽部が演奏を披露。公園を訪れた
多くの人が風車の復活を祝いました。観覧した清水伸

のぶ

浩
ひ ろ

さん＝東松島市＝は「ダンスに合わせて回り始めた
風車を見て感動しました」と話していました。

「登米市の豚肉は世界一おいしいと思う」と話すコルビ氏。素材
の味を引き出す調理技術を披露しました。

　地元産食材の魅力を伝える商品の開発をテーマとす
る「課題研究キックオフミーティング」は４月７日、登
米総合産業高校で開催され、同校農業科の生徒４人が
地場産品の魅力や活用方法について学びました。
　講師にフランス人シェフ、ドミニク・コルビ氏と、み
やぎ教育応援団の大須賀匠

たくみ

氏を迎え、シェフが調理し
た登米産豚の野菜煮込みを生徒が試食。登米市の食材
の素晴らしさと、その魅力を伝えるための知識や技術
の大切さなどを教わりました。生徒たちは「これから取
り組む、市産食材を使った米粉パンなどの研究開発活
動に生かしていきたい」と話していました。

参加者は、好きなキャラクターの話で盛り上がったり、写真を撮
り合ったりしながら、観光と交流を楽しんでいました。

　コスプレイベント「れきこす」（アニメ文化祭実行会
主催、齊藤建

けん

司
じ

代表）は４月９日、登米町内の教育資料
館や警察資料館などで開かれ、約50人が参加しました。
　れきこすは、観光地などでコスプレをしながら観光
や交流を楽しむイベント。県内外から集まった参加者
は、アニメや漫画などのキャラクターに扮

ふん

し、桜の花び
らが舞い散る中、明治ロマン漂う街並みを舞台にコス
プレを楽しみました。岩手県から訪れた佐藤龍

たつ

弥
や

さん
は「登米町はモダンな建物が多く残っていて雰囲気が
好きですし、何より人が温かいと感じたので、また参加
したいです」と笑顔を見せていました。

隊員の活動は、フェイスブックやツイッターなどのSNSで情報
発信しています。

　「登米市地域おこし協力隊辞令交付式」は４月３日、
登米市役所で開かれ、観光振興支援員として志田敏

とし

典
の り

さん、移住・定住支援員として菅原碧
あおい

さんがそれぞれ任
命されました。
　地域おこし協力隊は、地域資源を活用した観光ビジ
ネスの開発や農山漁村ツーリズムの推進、移住体験ツ
アーの実施や移住相談の対応などの活動を通して地域
の活性化を目指します。新たに隊員となった気仙沼市
出身の菅原さんは「移住者としての視点を生かして、移
住・定住を検討している人に寄り添って働きたい」と意
気込みを語りました。

　石ﾉ森章太郎ふるさと記念館特別企画展「西
さい

岸
が ん

良
りょう

平
へ い

画業50周年記念展」が４月29日から８月20日まで、同館
企画展示室で開催されています。
　企画展は、昭和レトロな絵柄とＳＦミステリー漫画
の名手として名高い漫画家、西岸氏の代表作品の漫画
原稿などを多数展示。懐かしく不思議な世界観を楽し
むことができます。初日に家族で来館した小林路

みち

子
こ

さ
ん＝栃木県＝は「西岸先生のファンなので、貴重な原画
などを見ることができて感動しました。登米市のきれ
いな景色やのどかな街並みも一緒に楽しめて、来て良
かった」と声を弾ませていました。

会場内には、オリジナル映像の上映や、記念撮影ができるフォト
スポットも設置しています。
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2022年9月9日生まれ
中田町・十文字
潔華さんの長女

毎日、幸せな楽しい時
間をありがとう。よく
寝て、よく食べて元気
に健康にすくすく育っ
てね。

2021年7月7日生まれ
迫町・舟橋

将哉さんの次男

いつも笑顔の詩大くん。
その素敵な笑顔をいつ
も絶やさず、これから
もたくさんの笑顔を見
せてね。

2022年6月25日生まれ
迫町・永田
衛さんの長男

いつも笑顔でみんなを
幸せにしてくれてあり
がとう。これからも元
気に楽しく過ごそう
ね。 

2021年4月5日生まれ
登米町・鉄東
雅哉さんの長女

陽菜子のかわいい笑顔
に家族みんなが癒やさ
れているよ。これから
も元気いっぱい遊ぼう
ね。

人の命を守りたい
　私の夢は、看護師になることです。理由は二
つあります。
　一つ目は、病気で亡くなる人を減らしたいか
らです。私のおじいちゃんが去年亡くなり、今
年ひいおばあちゃんが亡くなりました。二人と
も病気で亡くなって、私は「もう少し長生きで
きたかもしれないのに」と思い、悲しくて、悔し
くなりました。だから、こんな思いをする人を
減らしたいです。また、今生きているお母さん
やお父さん、おばあちゃんの命は何億分の一
かもしれないけれど、看護師になれば守れる
のではないかと思いました。
　二つ目は、私自身の体も守りたいと思った
からです。看護師になって、いろいろな知識を
得ることで、病気の予防ができると思いまし
た。
　私は、看護師になって少しでも多くの人の
命を守りたいです。

出会いは知り合いの紹介
でお見合いだったよ。それから
松島へ旅行に行ったりしてお互
いの仲を深めていったね。

良いことは良い、悪いこ
とは悪いとはっきり物事を伝え
る人だね。

家族のことを第一に考
えて一生懸命働く人で、真面目
で優しいよ。

★
お互いが相手を信頼する

ことだね。言葉がなくても何を
考えているか理解できるから、
けんかにならないよ。

大工の仕事を続けながら
二人で支え合って歩んでいきた
いね。

今まで仕事が忙しくて
行くことができなかった北海道
や九州への旅行がしたいね。

互いの優しさで支えあう

　160㌢でO型です。
　栗原市の若柳認定こども園で保育士

をしています。小学生の頃からの夢がかない、４
月から保育士として働き始めました。子どもたち
の活発な行動を危険のないよう見守るのは大変
ですが、日々成長していく姿を見ると、この仕事
を選んで良かったとやりがいを感じています。

　周りの人たちからは真面目で優
しいと言われますが、頑固で気まぐれな性格だと
思います。

　母や友達と一緒に買い物に出かけた
り、子どもたちに見せる指人形などの小物を手作
りしたりしています。

　ドライブでいろんなところに出かけ
ることです。岩手県の猊

げ い

鼻
び

渓
け い

など、景観がよく自
然豊かなところを巡っています。

　自分のことを認めて尊重し
てくれる人がいいですね。

　遠くへ旅行をしたこと
がないので、友達と群馬県の温泉に行って、ゆっ
たりくつろぎたいですね。

　自然豊かで開放的な土
地柄と、優しい人が多くてアットホームな雰囲気
で居心地がいいです。
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１
チ
ー
ム
２
千
円

７
月
７
日（
金
）登

米

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る「
み
や
ぎ
県
民
大
学
講
座
」

の
一
つ
と
し
て
開
講
し
ま
す
。

７
月
６
日（
木
）、20
日

（
木
）／
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

30
人
程
度

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
基
礎
的
な
講
義
と
演
習

無
料
。た
だ
し
、実
習
な

ど
の
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が
あ

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶

▶

☎

掲
載
決
定
月
〜
令
和

６
年
３
月

１
枠
あ
た
り
月
５
千
円

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、郵
送
す
る
か
持
参

く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地

域
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

◉

看
護
師
養
成
施
設
に
在

学
し
、将
来
看
護
師
と
し
て
市
立

病
院
な
ど
に
勤
務
し
よ
う
と
す
る

人

６
人
程
度

月
額
10
万
円
以
内

貸
付
決
定
月
か
ら
、

看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
月

ま
で（
看
護
師
養
成
施
設
の
修
学

年
数
を
限
度
と
し
ま
す
）

※
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、償

還
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す

◉

看
護
師
奨
学
金
貸
付
対

象
者
の
う
ち
希
望
者

６
人
程
度

20
万
円
以
内

無
利
子
貸
付
と
し
、

看
護
師
奨
学
金
貸
付
の
最
後
の
月

か
ら
10
年
以
内
に
償
還

※
償
還
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

◉

２
人

郵
送
ま
た
は
持
参

書
類
お
よ
び
面
接

（
７
月
中
旬
予
定
）

６
月
30
日（
金
）当
日

消
印
有
効

医
療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
下
田
中
25

☎ 

０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

　

参
加
者
同
士
で
交
流
を
し
な
が

ら
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を

味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

８
月
６
日（
日
）午
前
８
時

30
分 

登
米
総
合
体
育
館

女
子
ゴ
ム
ボ
ー
ル
の
部

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

女
性
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

☎

※写真は売場イメージです

除草剤・殺虫剤
販売中‼

　

全
国
各
地
の
企
業
や
学
校
の

ボ
ー
ト
選
手
が
集
い
ま
す
。当
日

は
東
北
中
学
校
ボ
ー
ト
大
会
を
同

時
開
催
。ぜ
ひ
、来
場
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日（
土
）、２
日

（
日
）

ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト
ラ

ン
ド（
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

河
北
レ
ガ
ッ
タ
実

行
委
員
会

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

　

市
民
バ
ス
停
留
所
へ
の
広
告
掲

載
希
望
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。お
店
の
広
告
塔
と
し
て
、活
用

く
だ
さ
い
。事

業
所
や
事
務
所
店
舗

な
ど
が
あ
る
個
人
や
法
人

➊

登
米
市
民
病
院
前（
４
枠
）➋
佐
沼

高
校
北（
３
枠
）➌
佐
沼
高
校
正
門

前（
４
枠
）➍
登
米
総
合
産
業
高
校

前（
７
枠
）➎
若
草
園（
２
枠
）

Ａ
１
版
以
内

り
ま
す

二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
、電
子
申
請
し
て
く
だ
さ

い

５
月
29
日（
月
）〜
６

月
30
日（
金
）

県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
６
５
３

◉

配
管
手
工
具
や
機
械

の
取
り
扱
い
、配
管
図
に
よ
る
管

加
工
、製
品
製
作
技
能
の
習
得

就
職
や
転
職
の
た
め
に

本
課
程
の
技
能
、知
識
な
ど
を
習

得
し
よ
う
と
す
る
人

５
人

７
月
５
日（
水
）〜
12

月
21
日（
木
）

石
巻
高
等
技
術
専
門
校

テ
キ
ス
ト
・
作
業
服
代
約

２
万
５
千
円（
授
業
料
は
無
料
）

６
月
６
日（
火
）

６
月
13
日（
火
）

◉

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
力

と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
事
務
処

理
技
能
の
習
得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

７
月
20
日（
木
）〜
10

月
19
日（
木
）

J
M
T
C
佐
沼
教
室

テ
キ
ス
ト
代
約
１
万
３
千

円（
授
業
料
は
無
料
）

６
月
15
日（
木
）

６
月
29
日（
木
）

◉

経
理
事
務
に
関
す
る

簿
記
３
級
程
度
の
基
礎
的
内
容

現
在
在
職
中
で
、２
日

間
受
講
可
能
な
人

10
人

７
月
24
日（
月
）、25

日（
火
）石

巻
高
等
技
術
専
門
校

授
業
料
無
料
。テ
キ
ス
ト

は
各
自
で
準
備７

月
７
日（
金
）

◉

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。
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➊ ➋

☎
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保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
、

障
が
い
や
死
亡
に
つ
な
が
る
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。経

済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は

「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納
付
猶

予
制
度（
50
歳
未
満
）」が
あ
り
ま

す
の
で
、市
役
所
各
総
合
支
所
市

民
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。令
和
５
年
度
分（
令
和
５
年

７
月
分
か
ら
令
和
６
年
６
月
分
ま

で
）の
免
除
な
ど
の
受
付
は
７
月

１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。申
請
が

さ
か
の
ぼ
れ
る
期
間
は
、申
請
日

の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
に

な
り
ま
す
。未
納
期
間
が
あ
る
場

合
は
、相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、日
本
年
金
機
構
で
は
、20

歳
に
到
達
し
た
こ
と
で
国
民
年
金

に
初
め
て
加
入
す
る
人
に
対
し
、

国
民
年
金
制
度
の
内
容
や
メ
リ
ッ

ト
、保
険
料
の
納
付
方
法
な
ど
を

説
明
し
た
動
画
を
案
内
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

令
和
４
〜
５
年
度
中

に
婚
姻
し
、次
の
全
て
に
該
当
す

る
夫
婦
➊
申
請
日
に
お
い
て
夫
婦

の
住
所
が
申
請
に
係
る
住
宅
の
所

在
地
で
、３
カ
月
以
上
継
続
し
て

市
内
に
居
住
す
る
意
思
が
あ
る
➋

婚
姻
日
に
お
け
る
夫
婦
い
ず
れ
か

の
年
齢
が
49
歳
以
下
➌
過
去
に
こ

の
制
度
に
基
づ
く
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
➍
登
米
市
住
ま

い
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
の
交
付

「
男
女
共
同
参
画
」に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。市

民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
、

受
給
者
の
現
況
を
住
民
基
本
台
帳

な
ど
で
確
認
し
ま
す
の
で
、令
和

４
年
度
か
ら
原
則
不
要
と
な
り
ま

し
た
。た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人

は
提
出
が
必
要
で
す
。６
月
上
旬

頃
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、同
封
の
案
内
を
確
認
し
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

➊
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
な
ど
に
よ
り
、住
民
票
の
所

在
地
が
実
際
の
居
住
地
と
異
な
る

人
➋
支
給
対
象
児
童
の
戸
籍
や
住

民
票
が
な
い
人
➌
離
婚
協
議
中
な

ど
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
い
る
人

➍
法
人
に
よ
る
未
成
年
後
見
人
、

施
設
、里
親
で
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
➎
そ
の
他
、市
か
ら
提
出

の
案
内
が
あ
っ
た
人

６
月
30
日（
金
）

※
令
和
３
年
度
ま
で
の
現
況
届

は
、引
き
続
き
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
速
や

か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

新
婚
世
帯
に
対
し
て
、住
宅
の

購
入
費
用
、賃
貸
住
宅
の
賃
借
に

係
る
費
用
、引
っ
越
し
の
際
に
要

し
た
費
用
な
ど
、新
生
活
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
か
か
る
費
用
に

つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

を
受
け
て
い
な
い
➎
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い

➊
住
宅
取
得
費
用
➋

住
宅
賃
貸
費
用（
３
カ
月
分
の
家

賃
な
ど
）➌
引
越
費
用

※
勤
務
先
か
ら
住
宅
に
係
る
手
当

が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
、そ
の

額
を
除
き
ま
す

対
象
経
費
➊
〜
➌
の
合

算
額（
上
限
額
30
万
円
）

令
和
６
年
３
月
29
日

（
金
）

※
令
和
４
年
度
中
に
婚
姻
し
た
世

帯
は
、９
月
29
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
樹
木

の
葉
を
食
害
し
、洗
濯
物
や
建
物

に
付
着
す
る
な
ど
の
問
題
を
起
こ

す
不
快
害
虫
で
す
。発
生
し
た
場

合
は
、樹
木
所
有
者
が
責
任
を
持

ち
駆
除
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

年
２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、８
月
中
旬
〜

９
月
中
旬
）

行
政

区
な
ど
で
地
域
共
同
駆
除
を
す
る

場
合
、無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ
み

や
動
力
噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。ま
た
、高
枝
切
り
ば
さ

み
は
、個
人
・
事
業
所
へ
も
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。借
り
た
い
場
合
は
、

各
総
合
支
所
市
民
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

計
量
法
に
基
づ
き
、２
年
に
１

回
の
特
定
計
量
器
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す
。新
規
に
検
査
を
希
望

す
る
人
は
、電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

➊
石
越
総
合
支
所

／
７
月
３
日（
月
）午
前
11
時
〜
午

後
２
時
30
分
➋
南
方
総
合
支
所
／

７
月
４
日（
火
）午
前
11
時
〜
午
後

２
時
30
分
➌
豊
里
公
民
館
／
７
月

10
日（
月
）午
前
11
時
〜
午
後
２
時

➍
東
和
総
合
支
所
／
７
月
11
日

（
火
）午
前
11
時
〜
午
後
２
時
➎
迫

総
合
支
所
／
７
月
12
日（
水
）午
前

11
時
〜
午
後
２
時
30
分

※
ど
の
会
場
で
も
検
査
で
き
ま
す

➊
特
定
計

量
器（
は
か
り
、分
銅
、お
も
り
）

※
ひ
ょ
う
量
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

ま
で
の
計
量
器
➋
定
期
検
査
受
検

票
➌
検
査
手
数
料（
現
金
）

➊
商
品
の
販
売
に
使
用
す

る
も
の
➋
健
康
診
断
に
使
用
す
る

も
の
➌
薬
の
調
剤
に
使
用
す
る
も

の
➍
原
材
料
の
購
入（
物
品
検
収
）

に
使
用
す
る
も
の
➎
貨
物
な
ど
の

運
送
料
金
算
出
の
た
め
に
使
用
す

る
も
の

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

　

６
月
23
〜
29
日
は
、男
女
共
同

参
画
週
間
で
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、男

女
が
共
に
支
え
合
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。家
庭
や
職
場
、地
域
、

学
校
な
ど
で
男
女
が
お
互
い
を
尊

重
し
、責
任
を
共
に
分
か
ち
合
う

こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
が
発
揮
で
き
る
社
会
が
実
現
さ

れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に

下田中53番地8 0220-23-8688

➊
令
和
５
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
卒
業
後
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和

６
年
３
月
ま
で
に
高
校
卒
業
見
込

み
の
人
➋
人
事
院
が
➊
に
準
ず
る

と
認
め
る
人

６
月
19
日（
月
）

〜
28
日（
水
）イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い

９
月
３
日（
日
）

仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課（
試
験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）
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市
は
、市
民
活
動
総
合
補
償
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、市

民
活
動
団
体
や
自
治
会
、市
が
関

与
し
な
い
市
民
活
動
を
し
て
い

る
人
な
ど
が
、無
報
酬
で
の
公
益

的
な
活
動
中
に
け
が
を
し
た
り
、

誤
っ
て
第
三
者
を
負
傷
さ
せ
た
り

し
た
場
合
な
ど
の
不
慮
の
事
故
を

救
済
す
る
制
度
で
す
。保
険
料
は

市
が
負
担
し
、保
険
会
社
と
契
約

し
ま
す
。皆
さ
ん
が
加
入
の
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
を
拠
点
と
し

て
継
続
的
、自
発
的
な
市
民
活
動

に
よ
り
、公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
個
人
や
団
体

事
故
発
生
か
ら
30
日

以
内
に
、最
寄
り
の
総
合
支
所
市

民
課
ま
た
は
市
民
協
働
課
へ
、事

故
報
告
書
に
概
要
が
わ
か
る
資
料

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
補
償
内
容
な
ど
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,672 9,433 9,899 19,332 （▲29）

登米 1,730 2,112 2,304 4,416 （▲1）

東和 2,228 2,754 2,818 5,572 （▲7）

中田 5,295 7,407 7,634 15,041 （▲24）

豊里 2,143 3,041 3,069 6,110 （▲8）

米山 2,804 4,127 4,200 8,327 （▲19）

石越 1,514 2,181 2,175 4,356 （▲15）

南方 2,715 3,926 4,094 8,020 （▲33）

津山 1,112 1,381 1,523 2,904 （▲14）

合計 27,213 36,362 37,716 74,078 （▲150）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 32件 27件 5件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 38人 31人 7人

物損事故
発生件数 390件 409件 ▲19件

➊
豊
里
公
民
館
➋
石
森
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ーそ

・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
は
、消
費

者
と
事
業
者
と
の
間
に
発
生
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受

け
、解
決
に
向
け
た
助
言
や
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。相
談
は
無

料
で
、専
門
の
相
談
員
が
電
話
か

対
面
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。一

人
で
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
る
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
確
実
に

皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
と
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
伝
達
試
験
を

実
施
し
ま
す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

の
放
送
は
、音
量
つ
ま
み
の
設
定

に
か
か
わ
ら
ず
最
大
音
量
で
放
送

さ
れ
ま
す
。放
送
中
は
音
量
調
整

が
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、災
害
発
生

な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。６

月
７
日（
水
）午
前
11
時

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
要
否
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
要
否
相

談
会
は
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
後
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

➊
６
月
15
日（
木
）➋
20
日

（
火
）／
午
後
２
時
〜
４
時

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

➊
主
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
➋
主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
10
人（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　

令
和
６
年
３
月
の
中
学
校
、高
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
す
る
求
人

申
し
込
み
が
６
月
１
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、新
た
な

人
材
確
保
に
向
け
た
求
人
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
迫

（
学
卒
担
当
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

月
〜
金
曜
日
／
午
前

９
時
〜
午
後
４
時市

民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

６
月
23
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

及
川
毅つ

よ
し（

弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
者
が
自
立
し
た
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

６
月
27
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

待
、セ
ク
ハ
ラ
、差
別
な
ど
の
困
り

事
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

６
月
１
日（
木
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

迫
公
民
館
・
豊
里
公
民
館
・

石
越
総
合
支
所

仙
台
法
務

局
登
米
支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

　

こ
れ
ま
で
登
米
合
同
庁
舎
内
県

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
た
交
通
事
故
相
談
お
よ
び
交

通
事
故
に
係
る
弁
護
士
法
律
相
談

の
相
談
方
法
は
、県
庁
交
通
事
故

相
談
室
と
の
リ
モ
ー
ト
相
談
の
み

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。相
談
に

は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、事
前

に
電
話
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

登
米
合
同
庁
舎
内

県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
１

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持

つ
支
援
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

➊
６
月
13
日（
火
）➋
６
月

27
日（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４

時

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」で
す
。人
権
擁
護
委
員
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
な
ど
、皆

さ
ん
の
問
題
解
決
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

登
米
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ

せ
て
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
、虐

　し尿処理経費に対する手数料収入の割合は年々
低下しており、現在では50％程度まで減少していま
す。このため、将来にわたって安定したし尿処理サー
ビスの提供を図るため、10月１日から「し尿収集運搬
処分手数料（くみ取り手数料）」を、次のとおり改定し
ます。

環境事業所衛生センター（管理係）
☎ 0220（58）2064

■



編

集

後

記

▼
４
年
ぶ
り
に
柳
津
地
区
に

戻
っ
て
き
た
お
囃は

や

子し

の
音
色
。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
え
る

笑
顔
に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
、以
前
の
よ

う
な
光
景
が
戻
っ
て
く
る
と
思

う
と
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。（
高
橋
）

▼
配
属
さ
れ
て
初
め
て
の
寄
り

添
い
半
世
紀
の
取
材
。不
慣
れ

な
私
の
質
問
に
丁
寧
に
お
答
え

い
た
だ
き
、感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。気
の
置
け
な
い
二

人
の
姿
に
、理
想
の
夫
婦
と
は

こ
の
こ
と
だ
と
感
心
し
な
が

ら
、明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気

に
一
緒
に
い
る
私
も
元
気
が
あ

ふ
れ
て
き
ま
し
た
。（
木
戸
浦
）

▼
お
気
づ
き
の
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
が「
わ
が
家
の
ア
イ
ド

ル
」の
募
集
は
不
定
期
で
す
。応

募
多
数
で
掲
載
ま
で
数
カ
月
お

待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
の

た
め
、心
苦
し
い
の
で
す
が
今

月
は
募
集
を
お
休
み
し
ま
す
。

お
送
り
い
た
だ
く
写
真
は
み
ん

な
本
当
に
め
ん
こ
く
て
、癒
や

し
の
極
み
で
す
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。（
渡
邊
）

団結力を武器に全国で躍進

　「第24回ＩＢＡ‐ｂｏｙｓ全国中学生軟式野球大会」
（日本ポニーベースボール協会主催）は３月19、
20の両日、千葉県柏市を会場に開かれ、佐沼中野
球部（佐々木基

もと

治
はる

代表）が３位入賞を果たした。
　佐沼中野球部は、仙台育英学園高硬式野球部で
活躍する尾形樹

みき

人
と

選手と髙橋煌
こう

稀
き

選手が所属して
いた３年前にも同大会への出場権をつかんだが、
新型コロナウイルス感染症の影響で中止。戦うこ
ともかなわずに悔しい思いを残した。　　
　今回、３年ぶりに全国への扉を開いた佐沼中野
球部の部員は10人。人数は少ないが、髙木主将、
エース岩淵、１年生川口の３人の投手を中心に
チーム一丸となって粘り強く戦う。指導する田口
俊
しゅん

輔
すけ

監督は「選手たちが自分で考え、自ら練習に取

り組むようなチームづくりを心がけている」と自
主性を重視し、野球の技術向上だけでなく人間性
の育成にも力を入れてきた。
　迎えた全国大会初戦、緊張から動きが硬くなる
が、選手同士で声をかけ合うなど、少数だからこそ
の団結力を武器に勝利を重ねる。準決勝では、全国
優勝することになる強豪相手に岩淵が好投するも
０対１で惜敗。田口監督は「大舞台でも思いっきり
プレーして、本当によく戦ってくれた」と振り返
り、選手たちをたたえた。
　「全国優勝した相手といい試合ができたので自
信になりました。次は市の中総体で優勝したいで
す」と力を込める髙木主将。佐沼中野球部の新たな
歴史を刻む戦いの幕が上がる。

佐沼中野球部
ＩＢＡ‐ｂｏｙｓ全国中学生軟式野球大会３位

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/
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